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図 3 予測風速別の予測誤差の標準偏差
(当 日6時間先予測,2006`→

2.3 信頼区間付き予測結果

本研究では,予測誤差の分布は経年的に変化しない

と仮定し,2.2で 2種類の手法により得られた予測誤

差の標準偏差を用いて信頼区間付き予測を行った。な

お,予測時間別標準偏差を用いて求めた信頼区間を予

測時間別信頼区間,予測時間・予測風速別標準偏差を

用いて求めた信頼区間を予測時間・予測風速別信頼区

間と呼ぶ .

2/2 2/3     2/4     2/5    2/6

(a)予測時間別信頼区間

2/7

2/1     2/2     2/3     2/4     2/5     2/6    2/7

(b)予測時間・予沢1風速別信頼区間

図 4 エリアにおける信頼区間付き予測結果
(信頼水準=68.3%,当 日6時間先予測,2006年 2月 )

図 4に各手法による 2006年 2月 において,6時間
先予測について 68.3%信 頼区間付き予測を観測値とと

もに示す。(a)が予測時間別信頼区間,(b)が予測時間・

予測風速別信頼区間である.信頼区間の幅は両手法で

大きく異ならないが,(b)で は予測風速に応 じた信頼区

間となっているため,低風速時において信頼区間の幅

が狭くなつており,状況に応 じた信頼区間が求められ

ているのが分かる.

3.信 頼区間の評価
本章では 2章で行った信頼区間付き予測について従

来提案されている評価指標を用いた評価を行 うととも

にその評価手法の持つ意味について考察する。

3.1 評価指標

信頼区間の評価指標として Pinson et al.9に よつて

「信頼性(reliability)」 「シャープネス(sharpness)」 「分

解能(resOlutiOn)」 の 3種類の指標が提案されている。

ここではこれらの指標を説明し,2.3で行つた 2種類
の信頼区間を評価する。

(a)信頼性

信頼区間の評価指標で最も基本的なものである.理

想的な信頼区間であれば,(4)式で定義される観浜J値が

信頼区間に入る確率 aF)は信頼水準βに等しい。

♂ =輛
  

④

ここで, ″∫クは た時間予測において,信頼水準βの信

頼区間に入つた観測値の数, ″∫脅は外れた観測値の数

を表す。
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図 5 信頼性ダイヤグラム(当 日6時間先予測,2006ビ→

全ての信頼水準について,信頼水準βと実際の観測

値が信頼区間に含まれる確率aF)が一致するとき,信

頼区間は理想的な信頼性を持つ.信頼性は通常,横軸

に信頼水準β,観測値が信頼区間に含まれる確率∂lβ
)

をプロットした図(信頼性ダイヤグラム)で評価する.

4β
)の値がβに近いほど,信頼性の高い信頼区間付き

予測を行つていると言える。信頼性ダイヤグラムから

信頼区間の幅が過大評価傾向にあるか過小評価傾向に

あるかがわかる。

図 5に 2006年 における両手法の当日6時間先予測
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図 9 信頼区間からの逸脱時における信頼区間の残差
分布 (信頼水準=68.3%,当 日6時間先予測,2006年 )

表 1 エ リアにおける信頼区間の評価結果
(信頼水準=68.3%,当 日6時間先予沢1,2006年 1月 ～12月 )

*lk別 :予測時間別信頼区間
*2 uk別 :予測時間・予測風速別信頼区間

図 9お よび表 1よ り,予測時間別の信頼区間に比べ ,

予測時間別・予測風速別の信頼区間の方が,4の 平均
値,グっの平均値とも小さくなつており,分解能が高い

信頼区間付き予測の方が,信頼区間からの逸脱も小さ
い。これは,図 9か らわかるように,信頼区間からの

逸脱が大きい予測の頻度が低下したためと考えられる。

4.ま とめ
本研究では,電力系統制御エ リアにおける信頼区間

付き風力発電出力予測について,予測時間別発電出力

予測誤差の標準偏差に基づく手法および予測時間 0予

測風速別予測誤差の標準偏差に基づく手法を提案した。

また,これら2種類の信頼区間について従来提案され

てきた手法による評価を実施するとともに,観測値が

信頼区間から逸脱した場合の逸脱の大きさを指標とし

た信頼区間の評価を実施した.その結果,以下の結論

を得た。

1)予測時間・予測風速別信頼区間と予測時間別信頼
区間とを比較した場合,信頼性及びシャープネス

は同程度であるが,分解能は前者の方が高く,状
況に応 じた信頼区間となることが明らかになっ

た。

2)分 解能が高い予測時間・予測風速別信頼区間付き
予測は,信頼区間から逸脱する大きさも小さいこ

とが明らかになった。
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図 8 信頼区間の残差の説明

一 予測時間別
信頼区間

一一予測時間・予測

風速別信頼区間

平価指標 k男げ1 uk局 ll'2

信頼性 (alβ )) 70.69 66.58

シャープネス(現β/′αたグ′ο″θ″[%]) 18.85 18.31

分解能(σlβ
)/″αたグ′οwθ″[0/。]) 1.55 5.27

観測値‐信頼区間上限値(dl)平均'[%] 6.49 6.08

観測値‐信頼区間下限値(d2)平均=[%] ‐4.83 ‐4.10
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